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平成２６年度　教育講演会
平成２６年７月１１日（金）

講師　平田　オリザ　先生

宇佐美先生：本日は台風一過とはいえ蒸し暑い中、
教育学部主催の講演会にお越し頂き有り難うござ
います。
　最初に主催者を代表いたしまして岩手大学教育
学部長新妻二男より講師先生の歓迎のご挨拶を頂
きます。
　よろしくお願い致します。
教育学部長：教育学部主催の平田先生の講演会に
ご参加いただきましたこと誠に有難うございま
す。心よりお礼申し上げます。
　平田先生のお名前をご存じ上げない方は少ない
と思うのですけども、といいますのは岩手だけで
も私が知っている範囲だけでも平田先生は確か被
災した直後の２，３か月位で岩手でお目にかかっ
ているのですね。
　大学にもその時いろんな形でご指導いただいた
のをよく覚えております。
　加えて２年か３年近くなるかもしれませんが文
科省で、いわき総合高校野演劇部、高校生たちが
演劇をやった時に丁度私向こうにいたのですけど
も、その時に平田先生にお目にかかってはいるの
ですが、そういう形で被災地の高校生の演劇指導
なんかもおやりになっていることにその時初めて
存知あげたということなのですが、本当に各地、
或いは各箇所で様々な演劇を通しての子ども達そ
して大人との関わり、指導、助言をやられていら
っしゃる大変お忙しい先生なのだなということを
あえて今日ご紹介申し上げたいと存じます。
　今日は、チラシを頂きましたがその裏側にも東
北で演劇展を開催するという事で非常に地方にも
かかわって頂いているという事です。
　もう１点ですね、タイトルに「コミュニケーシ
ョン」という言葉が入っておりまして実は今大学
教育、特にわが教育学部は教員養成を主たる目的
としているという大学ですけれども、学生だけで

はもちろんないのですね、私たち教員側の「コミ
ュニケーション大丈夫か」というのが問われる現
実になっておりますし、そのこと自体取り上げて
何かをするということがないまま現在までいます
ので、今日は表現力の一つとして「コミュニケー
ション」あたりについての我々学部関係者も大い
に勉強させて頂ければと思っている所です。
　ただ平田先生は盛岡でこれにありますように明
後日演劇が入っているのですね、ご指導で参ると
いう事もあってお忙しいところ無理にお願いして
今回の講演会になっております。終わった後もそ
んなに時間がない中で演劇指導にお戻りになるこ
ともお聞きしておりますので、大変平田先生には
本当に多忙な中お願いした経緯がございます。
心よりお引き受け頂いたことに感謝申し上げたい
と思います。
宇佐美先生：有り難うございました。
　続きましてこの講演会の企画者と申しますか提
案者でございます岩手大学教育学部副学部長の遠
藤孝夫より講師の平田先生のご紹介を頂きます。
宜しくお願い致します。
遠藤先生：皆さん、こんにちは。ここにお集まり
の方々は平田先生のことを既にご存知の方は大半
だと思いますので、あえて紹介するまでではない
と思うのですが、講演会の慣例に習いまして平田
先生のことを少しだけ紹介させて頂きます。
　とは言え、平田先生のご活躍は凄く多岐に及ん
でおりますので、本当にかいつまんでご紹介させ
て頂きます。
　平田先生は、１９６２年東京にお生まれになり
まして国際基督教大学でご研究されまして卒業さ
れております。劇作家、演出家そして数多くの作
品、演劇作品を手掛けておられます。この演劇作
品は国内外はもとより海外とりわけフランスにお
きまして非常に高く評価されております。その一
例だけあげますと２０１１年にフランス政府から
レジオンドヌール勲章というのを贈られておりま
す。実は私この勲章わからなかったので調べて見
ましたらレジオンドヌール勲章というのはフラン
ス革命の後、かの皇帝ナポレオンによって創設さ
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れたというので、フランスではとても権威のある
勲章だと説明書きにございました。
　平田先生は、旺盛な演劇活動をされる一方で、
演劇活動で培われた「方法論」というものを演劇
の世界に応用あるいは変化をして活動されていま
す。その一環だと思いますが現在、大阪大学コミ
ュニケーションセンター客員教授をされていま
す。
さらに今年の４月からは東京芸術大学アートイノ
ベーションセンター特任教授もされています。そ
の中で特にワークショップ手法による教育活動に
精力的に取り組まれております。
　平田先生のご著書も演劇関係の本はもちろんで
すが、本日の講演に関連しますものとしましては
「コミュニケーション力を引き出す演劇ワークシ
ョップつくりのすすめ」「わかりあえないことか
らーコミュニケーション能力とは何」という本が
ございます。　今年の３月に「世界とわたりあう
ために」という本も出版されています。参考まで
に持ってまいりましたが、このような数々の本が
出ておりますので、今日のご講演を受けて本も手
に取ってもらえれば幸いです。
　最後に先ほど学部長からありました通り明日と
明後日盛岡劇場で平田先生が主催されている「青
年団」という劇団の公演がございますの、で時間
の許す限りまだまだ時間帯によっては余裕がある
という風に伺っておりますので、是非なかなかな
い機会なので足を運んで頂ければ幸いです。
　以上簡単ではございますが平田先生のご紹介と
させていただきます。
宇佐美先生：有り難うございました。それでは早
速「わかりあえないことからコミュニケーション
教育の現在」と題して平田オリザ先生のご講演を
頂きたいとおもいます。
先生宜しくお願いいたします。
平田オリザ先生：こんにちは。平田オリザです。
ご紹介頂きましたように私は劇作家、演出家で作
品を作って皆さんにお届けするのが一番の仕事な
のですけれども、縁があってこういったコミュニ
ケーション教育、学校教育にもかかわっています。

今日はそちらの話をしていきたいと思います。
　コミュニケーション能力、コミュニケーション
能力と今ヒステリックなほど日本では言われてい
るようになってきております。
これは経団連がやっている経年調査でこの人事採
用担当者に「２５項目の中から人事採用に当た
って重視する項目を５項目選びなさい」と調査
をずっとやっているのですが、これ２０１０年
２０１１年、２０１２年の数字も出ているのです
けども、９年連続で「コミュニケーション能力」
ダントツで１位になっております。２０１０年
８１％です。５社、４社が「コミュニケーション
能力」を挙げています。２位の「主体性」が６０
％ですから、どれくらい差があるかという事がわ
かりますね。因みに「語学力」という項目がある
のですけども「語学力」何％だとおもわれますか？  

英語の先生がいらっしゃったらちょっとショック
を受けると思いますが、２０１０年の時点で「語
学力」は３％です。もっとこまくいうと２．６％
ですから英語だけできても就職できない時代なの
ですね。そのくらいの器量を「コミュニケーショ
ン能力」に求めている。だから「コミュニケーシ
ョン能力」つけなきゃいけませんという話を今日
したいわけではないのです。その「コミュニケー
ション能力」って何なのかという話を今日してい
きたいと思います。
まず先に、自分がどういう仕事をしてきたかとい
う事を話していきたいと思うのですけども、こう
いった中学校とか小学校で授業をしていきます
と、これは今年の２月南相馬の原町二中福島原発
に一番近い学校だと思います。あいている中学校
でそこでやっている授業の風景です。
　実はこの岩手大学教育学部附属中学校でも授業
を、もう７，８年、どれくらいになるですかね？  

授業をさせて頂いたことがあるんです。こういっ
た教科書を作ってまいります。小学校と中学校の
国語の教科書を作っていきました。中学校では
２００２年に採択されたもので国語の教科書は大
体作るのに３～４年かかるので、９８年か９９年
にご依頼があったと思うのですね。三省堂という
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出版社から演劇と国語教育の中に取り入れたいの
で協力してくれないかというので、そのころ私は
まだ大学の教員ではなかったのでそんなことでき
るかなと思ったのですが、高校演劇の指導なんか
はよくやっていたのですが小、中学校はあまりや
っていなかったので出来るかなと思ったのです
が、お引き受けした理由がいくつかあります。一
つはですね国語の教科書から戯曲というのがほと
んどなくなってしまっているのです。ほぼ０の状
態になっている。演劇界の側はこれを入れてくれ、
入れてくれとずっと言ってきたのですけれども、
言うだけであまり授業、そのプログラム作りとか
ですね教材作りにプロの劇作家が協力してきたか
というと、そういうことをあまりして来なかった
のですね。これでは社会的責任が果たせていない
じゃないかと考えた。
それから当然教材の中からなくなるのにはなくな
るなりの理由があってですね、作家の先生による
とやはり時間がかかりすぎる。
一旦演劇に手を出すとすごく時間がかかってしま
って、今の厳しいカリキュラムの中ではなかなか
やれない。それからですね、若い先生方だと自分
も習ったことがないのでどう教えたらいいかわか
らない、といった声が非常に多かった。これは逆
にスパイラル状に演劇というものが国語教育の中
から外れていくわけですから、これ危機的状況な
わけです。
　戯曲というのはですね、詩と並んで最も古い文
学形態なので小説とか評論よりも前からあった文
学形態ですから、それが国語教育の中から外れて
いくとうのは由々しき事態ですし世界的動向から
みても、そういう事はあり得ないはずなのでこれ
はどうにかしなきゃいけないと考えます。
　教材の側にも問題があるのではないかと考えま
す。私たち世代で言うと教科書に載っている戯曲
というと「夕鶴」が一番の定番なのですけども、
因みに今年は木下順二さんの生誕１００年に当た
ります。
　木下先生と僕は生前大変お世話になって、本当
に立派な方で人格が背広を着て歩いているような

大変立派な方だったのですね。
　「夕鶴」という作品もですね、非常に優れた作
品です。戯曲として読んでも文学作品として読ん
でも優れた作品だと思います。
　ただですね、あれを今の子ども達がやって面白
いかというと、ちょっとまた別だとおもうんです
ね。まず機織りということから教えなきゃいけな
いし、あれ大体ですね、やると多分「鶴と与ひょ
う」しか面白くないですね。あと村の子ども達、
ワイワイと言ってあまり面白くない。そこでです
ね、授業のコマ数少なくてできる、それから教室
でできる、大道具、小道具、照明、音響一切いら
ない。そして全員が参加できる。でも学芸会のよ
うに１人１セリフ悪平等でもない、そういう教材
が作れないかという事で現場の先生方と一緒に作
ってきたのがこの教科書です。私が普段授業する
ときは実際実はプリントを使って、因みにちょっ
と読んでみますね。
朝の教室：生徒たちが登校してくる。教室はワイ
ワイうるさい。
生徒１：「ねえ昨日○○見た？」
因みに私のプリントでは生徒４：○○○になって
いるんですが、プリントの方は違いがわかります
よね。生徒４になっていて教科書の方は生徒１に
なっているんですけどこれ、学生さん、なんで違
うかわかりますか？　凄いくだらない理由なんで
すけどもやるのは中学生なんで思春期ですごいて
れちゃうんですね。生徒１が一番初めにあるとみ
んな生徒１をやりたがらないんですね。生徒４を
一番初めにしておくと、中学生わけわからなくな
ってじゃんけんで決める。これ細かい工夫がされ
ている。
「ねえ○○○見た？」この○○○にはテレビ番組
の名前が書いています。
ここでフィクションとは何か、という話をするん
ですね。ですから「今日の授業は嘘ついてもいい
よ、劇を作る授業だから嘘をついてもいいよ、普
段の授業では嘘をつけば先生に怒られるんです
が、多分うまく嘘をついた子は褒められるよ」と
いうような話をする。「だから○○○には自分が
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昨日自分が本当に見た番組でもいいけれども、自
分の好きな番組でもいいし、或いは友達と相談し
て決めてもいいよ」というような話をします。「見
た、見た、見た」「見てないよ」「なんだよ」「し
ょうがないじゃないか、親父がプロ野球見ていた
んだから」親父というのが出てきます。ここでま
た聞くわけですよね、生徒に「親父というのが出
てきたんだけど、普段君たちは自分のお父さんや
お母さんのことを友達に話すときに何と呼びます
か？」いろんな子がいるわけですね「お父さん」
という子もあれば、「父さん」という子もあれば、
「パパ」という子も、「父上と呼びますか？」一
応笑いをとるんですけど、滑ると悲惨なことにな
るんです。で「変えていいよ」という話をするん
ですね。例えば「親父」となっていますが、これ
変えていいからね。「お父さん」「お父さん、いい
んだけど自分が普段呼んでいる呼び名に変えてみ
よう。たださっき言った嘘でもいいんだよね。だ
から父上でもいいよ」と話をする。「ただ、滑る
と危険だから気を付けてね」と話して授業に入っ
ていく。　
　その次の「だせい」を「かっこ悪い」「嫌だ」
と変えていいよと言います。えっと「だせい」は
もともと「だせい」にしていたんですけども国語
教科書でもともと「だせい」は無理です、と言わ
れて「つまんないの」つまんないセリフに変えら
れてしまうんです。
　その次に「わたしを見た」わたしを、だから自
分のことをじゃあ何というだろう「わたし」「うち」
「僕」「おれ」いろいろ言いますよね。これも「変
えてもいいよ」という話をしています。
　こうやってまずオリジナルの台本を作っていき
ます。１時間目のうちに発表します。ここで、面
白いのはですね、小学校５、６年生から中学校２，
３年生まで対象によく授業しているんですが、小
学生位だと中途半端に変える班が出てくるんです
ね。「変えていいよ」というと、どんどん変えて
いくんですけども「長野から来た○○」です。仕
事の都合で引っ越してきました。東京は初めてで
す。宜しくお願いします。」「じゃあ、○○さんに

何か聞きたいことある？」「得意なのは何ですか」
「国語と体育です」ここの所変えるんですね。「趣
味は何ですか？」「もっと面白いこと聞けよ」「静
かに」「前の学校ではスキー部にいました」こう
なっています。この長野を静岡に変える班とかが
出てくるんですね。「静岡から来た○○です」「前
の学校ではスキー部にいました」まあ、静岡にも
スキー部はあるんだろうな、ここくらいはいいん
ですが、この後「スキーうまいの？」「そんなに
うまくないけど」「スキー部だったんでしょう？」
「静岡ではみんなやるから」、こういう中途半端
に変えられる班が出てくると教える側としては有
難くて「今、変だったよね」話をするわけなんで
すね。「何か途中までよかったけども、途中から
おかしくなってきたんだよね。さっき、嘘をつい
てもいいと言ったけど嘘をついたから褒められる
わけではないんだよね」と話をする。「嘘をつい
たから褒められるんじゃなくて、うまく嘘をつい
た子が褒められるんだよ。嘘ってすぐばれちゃう
でしょう？　だから最後までうまく嘘をつかない
とだめなんだよね」というような話をします。
　あと因みにですね、長野から来たというのでス
キー部にいたという話で「スキーやったことあ
る？」「あるよ３回くらい」「え、いいな」「わたし、
やったことない」「わたしもない」「じゃあ、３月
くらいにいこうよみんなで」「○○ちゃんに教え
てもらえばいい」「そうか、そうか」みたいな話
で終わるんですけども。
　岩手でやった時には、多分沖縄から来たという
設定のプリントを持ってきたと思います。一応僕
は、寒冷地仕様と言っているんですけども、雪の
降る地帯では長野から転校生が来ても全く面白く
ないので、沖縄から来て水泳部だったみたいな設
定のがもう一つあるオリジナルのプリントの方に
はあります。
　２時間目は、ワークシートというのを配ってこ
れで台本を作ってもらって３時間目に発表する。
これだけの授業です。
　私の作った曲だから私がやれば大抵うまくいく
んですが、やはり現場の先生が一番関心を持って
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いただけるのは、授業の参加率が非常に高いとい
う事です。
　東京や大阪の都心部で公立の中学校２年生で国
語の授業を維持するのは本当に大変です。ものす
ごく学力差があるわけです。
漢字の書けない子から高校の受験準備全部終わり
ました、という子まで、一つのクラスにいるので
非常に大変なんですけれども。
　演劇の授業はですね普段作文を書けない子でも
自分のセリフは自分で書きます。
　話し言葉の方が本来ハードルが低いので「普段
話していることでいいんだよ」というので書ける
わけなんですよ。そこが一番のポイントで私は
２００９年から文科省の
コミュニケーション教育推進授業の座長をしてい
たんですけども、文科省の方でもこういった最近
の言葉でいうアクティブラーニングと呼ばれてい
るものもありますね。
これで実は一番期待しているのは、ふたこぶラク
ダの下の方の子ども達のモチベーションが上が
る、授業の参加率が高まるという方に関心を持っ
ているんですね。
今、アクティブラーニングというとディスカッシ
ョン型授業とかワークショップ型の授業、どっち
かというとリーダーシップ養成とかエリート層教
育に重点が置かれているように見えるんですが、
実はその学力が劣っているという子たちの底上げ
の方に強い効果があるのではないかと私たちは考
えていますし、文科省でも良心的な官僚たちはそ
っちの方に注目しているという事なんですね。
　話を元に戻しますと、そういう訳でこういう教
科書を作る授業を進めてまいりました。ただ、当
初はこういった形態の授業、まだ１５年前ですか
ら相当珍しくって色々ご批判もありました。一番
面白いなと思った批判は「授業じゃあないんじゃ
ないか」。教員が教えることが何もないというん
ですね。僕は、ずっとこの１５年間「教えないで
ください」と言い続けてきました。
　この授業の一番の眼目は子ども達だけの時と先
生が来たときと先生はいなくなったんだけれど転

校生というちょっとした他者がいる時で子ども達
の話し言葉のモードが少しずつ変わっていくんで
すね。しかもその変わりかたも子ども達１人１人
ちがう訳ですね。凄く言葉遣いが変わる子もいれ
ば変わらない子もいる。そういう話し言葉の対応
性というものに興味を持ってもらって話し言葉の
学習の動力部分にするというのがこの授業の一番
の眼目なんですけども、従来型の国語の授業のよ
うに「こら、先生が来たんだからそんな言葉づか
いダメでしょう」と先に言語批判を押し付けてし
まうと子どもたちの学びの機会はほとんどなくな
ってしまう、という事なんですね。ずっと「教え
ないでください」と言ってきたんですが、この
１５年前にですね国語教育の世界に入って行って
一番私が驚いたことも教員が本当に教えたがると
いうことですね。
「こんなに教えたがるのか、もうちょっとで子ど
ものアイディアが出るところだよ」
というところで教えちゃうんですね。教え方も全
国一律ですね。教員の教え方というのは「ヒント
を出そうか」とかっていうんですね。それヒント
でもなんでもなくて、その先生がやりたいことな
んですね。
大抵、表現教育というのは子ども達から表現が出
てくるのを待つ勇気が必要なわけなんですよ。こ
れ、なかなか待てないですね。怖いんだと思うん
ですね。教えている方が多分楽なんだと思います。
しかしですね、表現教育とかコミュニケーション
教育というのは基本的に子どもたちの自発性に委
ねる部分が従来型の授業より圧倒的に大きくなり
ます。待つ勇気が持てないとこういった授業は進
めて行けない、という事なんだと思います。それ
が非常に大きなポイントなのだと思います。後で
またもう少しこの点は詳しく話をしたいと思いま
す。
　実際に授業はどうなるかと言いますと、この２
時間目のワークシートに書くというところが授業
のハイライトなんです。もちろん子供たちにとっ
ては、３時間目の発表がハイライトなんですけれ
ども、国語教育の視点から言うと２時間目の「読
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む、書く、話す」が集約されていますので、ここ
がハイライトになります。私は今言ったように、
出来るだけ距離を置いて見ている訳なのですけど
も。そうは言ってもですね、なかなか決まらない
班があるので、そういった所にはアドバイスに行
くわけですよね。朝先生が来るまでに何の話をす
るかなかなか決まらない班があるわけなんです。
決まらない班にですね、「なんの話」って聞くと
ですね、大体シーンとなってしまいます。でもで
すね「今朝なに話した？」「いつもなに話すの？」
問いかけだったならばある程度答えられる。何か
の答えは返ってくるわけなんです。大体現実には、
優等生的子がですね「宿題の話をします」「運動
会が近いから運動会の話をします」大体決まって
いるんです。当然黙っている子がいるんですね。
黙っている子にまた聞くわけですよ「じゃあ君ど
う？」「じゃあ、君どう？今朝何話した？」「話さ
ない」という子もいます。「話さない、寝ている
から」「いいね、寝ている子も作ろう」でまた他
の子に聞く「いない」という子もいる。「遅刻ギ
リギリに来るからいない、いないから他が何を話
しているか知らない」「ああ、いいね、じゃあ遅
刻する子も作ろう」になる。
　３時間目の発表になる。そうすると、宿題の話
を皆でしている班よりも宿題の話をしているやつ
の所でうつぶせで寝ている子もあれば、「ああ、
やばい」と言って途中から張ってくるやつの班の
方が演劇としては圧倒的に面白くなります。
その時に子どもたちは「しゃべんないこともなの」
「いないという事も表現なのかもしれない」とい
う事を気づいてくれるわけなんですね。子どもた
ちの中に表現という概念がわっと広がるような瞬
間が出てくるわけです。
　ただこれ、やっぱり従来の国語の授業から言え
ば多少逸脱したものですよね。
　文科省に定めた国語というのは、柱は４つです。
「読む」「書く」「聞く」「話す」ですね。「読む」「書く」
「聞く」「話す」「話さない」ではないです。まし
ては、「読む」「書く」「聞く」「話す」「話さない」
「いない」これではなくなっちゃいます。

でも私たちアーティストからすれば「話さない」
というのは立派な表現です。「いない」という事
さえ表現かもしれませんね。
　私たちアーティストが学校現場に入っていく
と、そういう従来型の教育の概念そのものに揺さ
ぶりをかけるというのが一番重要な役割だと思っ
ています。
　今でも僕鮮明に覚えているんですけど岩大の附
属中学校では非常に感動的な光景があったんで
す。いまだに色んなところの講演会に実際に使わ
せて頂いている話なんですけども、吃音の子がい
たんですね。非常にクラスの雰囲気のいい教室で、
しかも吃音の子がいた班も凄くいい班だった。最
初の先生がいなくなっての後半部分をアドリブで
やりたいと言い出したんですね。１時間目待った
んですね。アドリブだめなんですね。こうやって
書いていくことが言語化し意識化していくことが
授業の眼目なのでアドリブダメなんですけど、ま
あ１時間目は失敗した班が出ると教える側として
は色々ネタにできるので、「まあ、いいよ、アド
リブ本当はだめなんだけど、いいよ」といったん
です。そしたら、案の定その吃音の所で止まった
んです。ご承知のように吃音の子は緊張すればす
るほど言葉が出なくなりますから最後号泣しちゃ
ったんです。
男の子で中学２年生、「はちゃ」と思ったんです
けが担任の先生が結構度胸がある方で大丈夫です
よという顔をし、ほっといて大丈夫です。たまた
ま最後だったので「これで終わりにします」どう
なるかなとおもった。本当にいい班で多分担任の
先生が普段からちゃんと指導なさっているだろう
と思いますけれども、周りの子たちがその子に謝
って「ごめん、ごめん悪かった、今度頑張ろう」
すぐいい雰囲気になってきた。
２時間目になりました。２時間目、このワークシ
ート。そしたらまた今度は、先生がいなくなった
この班は、先生がいなくなった後みんながけんか
になるというアイディアを出してきた。なんでそ
んな難しいことに挑戦するんだろうと思うんです
けども、その子が佐藤君としておきましょうか。
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佐藤君がですね、みんな書いていくんですけども、
その子は「僕は無理こういう混乱するところでし
ゃべったりすることが苦手なので無理、無理」と
言って「みんな、お前が何かしゃべらないと不自
然だろう」みんな言って「どうしよう、どうしよ
う」そしたらある子が「じゃあ、先生が戻ってく
ることにしよう」先生が戻ってきて、佐藤君はず
っとしゃべらないんですね。ずっとしゃべらない
で黙っている、周りは喧嘩しているんだけど、先
生が「佐藤、またお前かよ」誤解してその子を職
員室に連れて行く
というオチを考えた３時間目の発表になります。
段階ですね
みんな凄い注目して見ている訳ですよ
１時間目の事があったから、ここまでは順調に行
って佐藤君も書いているセリフは普通に言えるか
ら喧嘩になって喧嘩も凄く上手ですけども、佐藤
君は喋らないんですよね。皆どうなるんだろう、
やっぱりしゃべらないんだろうかと思っていた所
に、先生役の子がすごくうまくってですね、丁度
いいタイミングでガラガラと入ってきて「佐藤、
またおまえかよ」と言って連れて行って、大爆笑
で終わって佐藤君も他の子もハイタッチで「やっ
た」って感じで終わったんです。まあ、今でも年
間で十数校は、そういう授業を全国でやらせて頂
いているので子どもたちは可愛いし、表現は凄く
楽しいですけど感動するという事はあまりないん
ですけども、これは感動しましたね。しゃべれな
いというマイナス札を自分たちでポジティブな形
で変えて行ったんですね。
　私たち教育に携わる者がどうしても子供にうま
くしゃべらせたい、きちんと言わせたいと考えま
す。それはもちろん当たり前ですよね。きちんと
喋れるのに越したことはない、吃音の子でもそれ
をきちんと喋れるのに越したことはない。でも別
な生かし方もあるんだということを大人では絶対
出ない発想ですよね。子ども達だけで考えた、自
分たちで考えてそういう劇を作ったんですよ、こ
れ非常に印象に残っていて、それ以降いろんな講
演会で使わせて頂いているネタなんですけれど、

そういう事がありました。
　私たちはですね表現というものを大人の側が概
念を狭めてしまって子どもたちに強要することに
よって子どもたちの表現の可能性を逆に奪ってし
まっているんじゃないのかという事です。
　まあ仕事柄様々な教員研修の場に呼んでいただ
くのですけれども日本でも表現教育とかコミュニ
ケーション教育、十数年二十年いわれてきたわけ
なんですけれども、表現教育って子どもの首を絞
めながら「表現しろ、表現しろと言っているよう
にしか見えない」とよく申し上げる。凄く熱心な
先生ほど自分が子どもを追い詰めていることをな
かなか気が付けないわけなんです。だからそうい
う先生にそっと近づいて行って肩をたたいて、「ま
だその子は表現したいとおもっていませんよ」と
言ってあげたいと思うんですよね。ここはです
ね、日本の表現教育、コミュニケーション教育の
大きなポイントなんではないかと思っています。
　私、仕事柄たくさんのインタビュー受けるんで
すね、コミュニケーションについてマスコミはで
すねセンセーショナルな記事を書きたいから子ど
もたちのコミュニケーション能力著しく低下して
いる。表現力が危機に瀕しているみたいなことを
書きたいわけですよ。まずそんなことはありませ
ん。最初に結論言ってしまいますと、今の子ども
達コミュニケーション能力は低下していません。
そんな科学的数値はどんな言語学者、社会学者に
聞いてもありません。どっちかっていうと上がっ
ているんじゃないかと皆、言います。良心的な学
者ほどそういいます。大体そういう事を言うのは
現場を知らない親父評論家たちですよね。「今の
若者たちコミュニケーションなっていない」そう
いう人たちには「貴方たちよりも今の小学生の方
がダンスはうまいと思いますよ」って言ってあげ
たい、いつも思うんです。　　
ダンスを踊るという事が自分の気持ちを他社に伝
えるもっとも重要なツールの一つであるような民
族とか国家、そんな国いくらでもあるでしょう。
ブラジルとかキューバとか日本の中では琉球と
か、そういう国に於いては私も含めた日本の中高
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年の男性は最も表現力のない、最もコミュニケー
ション能力の劣った部族です。だって伝えられな
いんですから。ダンスで伝えられない。
要するに、不変的なコミュニケーション能力って
ないんです。
国や民族が違えば或いは時代が違えば何をコミュ
ニケーション能力にするかというのも様々なんで
す。コミュニケーション能力というのは、ただも
う一つ特徴があって言語そのものがそうなんで
す。
言語というのは非常に自己中心的になります。自
分の言語祈願が自分の思っているコミュニケーシ
ョ能力を他人に押し付けるという傾向が非常に強
く現れるんです。
僕は今日ここで学生さんがたくさん来ていただい
ていますが、僕自分の大学の学生たちによく言う
んですね。就活で苦しむわけですよね。その時に
「大変だよね、コミュニケーション能力ないない
と言われるでしょう、反論していいんだよ」明ら
かにまず言葉の使い方として間違っている。
さっき言ったように、不変的にコミュニケーショ
ン能力はない、コミュニケーション能力ないなん
て言う日本語の使い方は間違っている。だから、
もし百歩譲ってそれを認めるとすれば、君たちは
私が要求しているコミュニケーション能力がない
という風に人事採用担当者は言わなきゃないはず
なんですよ。であるならば反論してもいいわけで
す。学生さんたち、就活している人もいるんでし
ょう？　反論してもいいです。その時に、「私は
あなたが要求しているコミュニケーション能力が
ないけれど、もっと他に素晴らしいコミュニケ―
ション能力持っています」反論すればいい。ただ
反論すると就職はできないです。それが辛いとこ
なんです。まずとにかく若者たちがコミュニケー
ション能力が低下しているという事は数値的にも
ないし、そもそも不変的なコミュニケーション能
力はないんです。という事を前提にしながらこれ
からの話を聞いて頂きたいんです。じゃあ何も問
題がないかというとそんなことはないわけです
ね。何も問題がないのにこんなにヒステリックに

みんながコミュニケーション能力、コミュニケー
ション能力という訳がない。なんでこんなに問題
にされるんだろうかという事を問題にするべき
だ。僕はそれをいくつか取り上げてきたんですが
一つはですね、単語でしゃべる子ども達の問題で
す。これは教育に関わっている、現場に関わって
いる先生方はよく御存じだと思いますが、小学校
の高学年になっても単語でしかしゃべらない子ど
もが非常に増えています。子どもは幼児期は単語
でしかしゃべらないわけですよね。それを他者と
出会う事によって文というのを獲得する。これは
言語の発達過程です。ところが、小学校の高学年、
中学校になっても単語でしかしゃべらない。実は、
この子たちを見ていると、どう見てもその子たち
の責任ではないだろうといつも思うんです。考え
て頂ければわかると思うんですが、昔みたいに兄
弟が多ければ「ケーキ、ケーキ」と言っても、ま
あ無視されるか何ともならないと思うんですが、
今は一人っ子でやさしいお母さんで「ケーキ」と
いうと、すぐケーキを出してしまう。もっと優し
いお母さんだと「ケーキ」という前に出しちゃう
でしょう。言語というのは、しゃべらなくていい
ことはしゃべらないように、しゃべらないように
変化する、という特徴を持っている。だから「ケ
ーキ」が出てくるんだったら子どもたちは「ケー
キ」としか言わないようになります。「ケーキ」
が食べたいのか、「ケーキ」を買いに行きたいの
か、「ケーキ」を焼きたいのか、「ケーキ」をぶっ
つけたいのか言わなくて済む。これ、でも家庭だ
けの問題ではないですね。学校でもやさしい先
生、それから友達同士はいじめはする方もされる
方も嫌なので３～４人の非常に小さな完全にわか
りあえる集団の中で行動しています。そういう温
室のようなコミュニケーションの環境で育ててお
いて、高校、大学あるいは大阪大学の大学院に来
ている。いきなり、はいコミュニケーション教育
です。コミュニケーションないと就職できません
よ・もちろんほとんどの子は適応していきますが
中には当然「聞いてないよ」という子が出るんで
す。「なんで、なんでケーキ出てこないの？　今
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までケーキと言ったらみんな出してくれたじゃな
いか、なんで出してくれないの？」という事です
よね。これ大学の教員間でよく笑い話のように言
われることなんですけど、レポートを提出させて
ちょっと厳しく添削しますね、返します。そうす
ると必ずどの大学にも「先生私のこと嫌いなんで
しょう」というんですね。こっちは仕事だから好
きも嫌いもないよ、と思っているんですけど必ず
そういう子いるんですね、今。「どういうことで
しょう」。要するに自分のことを解ってくれない
人は、自分のことを嫌いな人だ。
通常の社会というのは、自分がいて家族がいて社
会学でいうと大体１５０人位の知り合いがいる、
という風に言われています。通常付き合う範囲が
１５０人位だといわれている。皆さんの携帯の電
話の記録している番号を思い出してください。そ
んなもんでしょう。取引先とかいろんなものを除
いて個人的な関係、最大で１５０人位です。それ
以外の６５億人は他者です。他者は、もちろん自
分のことを知りませんし、自分も他者のことを知
りませんこれ、ニュートラルな存在。ところが、
家族の範囲が濃密になっているのでここ多分１０
人とか５人、自分のことを良くわかってくれる、
「ケーキ」といえば「ケ―キ」を出してくれる人
なので他者、他の人たちみんな敵になってしまう。
ニュートラル、マイナス、要するに自分のことを
知らない人はみんな敵なんです。
豊かな中間層はないんです、ないために自分のこ
とを良く知っている人、それ以外の関係なんです。
これきついですよね。
この濃密な関係から一歩外に出たら全員敵です、
どうなります。引きこもるしかないですよ。だっ
て敵なんだもの、家の外に出たら全員敵なんです。
家の外に出たら他者でしょう、関係ない人です。
本当は、そうなっていないという事です、一部の
子ども達は。僕はこれが引きこもりの最大の原因
だという風に考えています。或いはこういう事も
あります。昨日私は仕事で奥会津の三島町という
ところに行って、ここは小学校が６０人、中学校
が３０人と非常に小さな町なんですけども、一校

しかもちろんないです。ここは極端な例ですけど
も普通の都市部で小学校１年生から中学校３年生
まで３０人一クラス組み換えなしという学校が随
分出てきています。少子化でそういうところで教
員だけ頑張って「お勉強しましょう、話し言葉教
育しましょう」と文科省が言っているからって「ス
ピーチやろう、じゃあ太郎君前に出てきて何喋っ
てもいいですよ３分間頑張ってね、先生が良く聞
いているから」というんですけどもスピーチにな
らないんです。なんでか、というと、太郎君以外
の２９人は太郎君のことをいやというくらい知っ
ているんです。太郎君も何もしゃべることがない
んです。
　表現というのは他者を必要とするので教室に他
者がいないわけです。こういうところでも私たち
プロの演劇より多少可能性があるんじゃないかと
考えられる。
要するに他者を演じあう事ができるわけですね。
転校生が来ないような学校でも転校生を演じるこ
とができる。これが演劇教育の一つの価値なんで
はと考えられる。
問題はですね、単語でしかしゃべらない子が単語
でしかしゃべれないわけではないのです。しゃべ
れるんだけどしゃべらないんです。しゃべれない
のは能力の問題ですが、しゃべらないのは意欲の
問題ですから、要するにコミュニケーションの能
力が低下しているのでなくて、コミュニケーショ
ンに対する意欲が低下している。だって必要がな
いですもの。そういう社会を私たち大人が作って
しまった。子どもたちの責任ではないし、まして
子ども達の能力の問題ではないという風に問題を
とらえるべきではないかと思います。
　私たち国語教育に関わるものは、今でも子ども
たちの伝える技術を向上させるために様々な試み
をしてきました。ディベートやスピーチ、グルー
プディスカッションいずれもそれぞれ意味があっ
たと思います。でも伝える技術をどれだけ教え込
もうとしたところで子どもたちの側に伝えたいと
いう気持ちがなければその技術は定着していかな
いと思うんですね。じゃあ、その伝えたいという
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技術はどこから来るかというと僕は、伝わらない
という体験からしか来ないと思うんです。
　今の子ども達に最も欠如しているのは伝わらな
いという体験なんだと思います。皆解ってくれる
から、みんな察してくれるから。ですから、その
伝える技術を教えるようなことから伝えたいとい
う気持ちを持たせるような教育に教育の質を変え
ていかなければならない。じゃあ、具体的にどう
すればいいかというと一番いいのは体験教育なん
ですよね。障碍者施設連れて行ったり、高齢者施
設に連れてったり、外国の方とたくさんコミュニ
ケーション取らされたり、要するに自分と価値観
やライフスタイルの違う人と出来るだけで合わせ
ること。
そうなんですが、公立の小学校、中学校でこれを
やろうとするには予算がかかる、人員もかかる、
意外と大きいのはセキュリティの問題でなかなか
子供を外に連れ出すのができない時代になってし
まった。
ここでも私たちのやっている演劇が多少でもお役
にたてるんじゃないか。
　演劇教育は、体験教育程の力はないです。
ただし、私たちは疑似体験をさせることができる、
シュミレーションすることができるわけですね、
そこに演劇教育の大きな役割があるのだと考えま
す。
　ちょっと話を戻しますと、ＰＩＳＡ調査皆さん
ご存知ですよね。教は教育学部の方だけでなく一
般の方もいらっしゃっている。
一応説明しておくとＯＥＣＤという経済協力開発
機構がやっている世界中の１５歳の子ども達が共
通で受ける学力試験です。
　これ、６回の報告が２０００年代日本の子ども
たちが８位から１０位、１０位から１５位とジリ
貧でなってこれが学力低下問題の議論のきっかけ
になりました。ただ、これはですね参加国数が増
えている時代だったので本当に日本の子ども達が
下がったというわけではないんですね。
　だめにする部分の議論が多かった。ただですね、
まったく問題がないわけでもありませんでした。

よく言われることですが日本の子ども達白紙回答
率が高かったという風に言われています。
先ほどふたこぶラクダの下の子の方の子ども達す
ぐあきらめてしまう、モチベーションが低いとい
う事です。
　もう一つは複数の解答のある設問に対して白紙
回答率が高かったという風に言われています。要
するに今までの日本の教育は教員が正解を抱えも
っていて、それを当てさせるような授業をしてき
たために複数の解答のある設問になるとなんて聞
かれているのか、さえ解らずに日本の子ども達は
白紙であきらめて出してしまう。逆に複数の解答
のある設問というのは何か書けば大体点がもらえ
たり、部分点がもらえる設問がある。ここで外国
の子ども達と差が出てしまったという風に言われ
ています。
この中でも最も日本の教育にショックを与えたの
が、落書き問題と言われる問題です。教育関係の
方は何度も気になっていると思う。はしょって説
明します。
ある人が家の塀に落書きなんかされてインターネ
ットとかに投書した。別の人が「落書きもアート
じゃないか、もっと世の中には醜悪な看板が設置
されているからあっちを規制しろ」と投書した。
　「さてどうでしょう？」　みたいな設問だった
んです。実際の設問は５つ位ちゃんとした質問
があるんです。「さてどうでしょう？」と聞かれ
ると当時の日本の子ども達は１５年前の子ども
達は、何を聞かれているかさえ分からなかった。
「落書きなんて悪いに決まっているじゃないか」
ほとんどの子ども達は考えたと思います。僕、こ
れ今も中学校や高校の生徒とのディスカッション
の授業の時に題材によく使うんです。ちょっと設
問を変えて彼らに聞きます。「もし、自分の家と
か或いは公共施設に落書きされて、それでも許せ
るのはどんな場合？　」聞いてみる。最近の中学
生しっかりしていてちゃんと答えが出てくるんで
す。一番定番なのは「きれいだったら」「自分が
気に入ったら」面白い答えは「すぐ消せる」大体
いろいろ出てくるんです。そのうち僕の方から聞
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くんですが「じゃあ嵐の桜井君が書いたのだった
らどう？」ほとんどの女子生徒は「いい」。「草彅
君が酔っぱらって書いたのだったらどう」観光的
な価値、裸の大将みたいな人が書いている。色ん
な意見出る。僕は今まで会った子ども達の答えの
中で一番気に入っているのは「その塀が明日取り
壊し予定だったら」、これいいですよね。私たち
も書く内容を考えるんですが、塀のことを考えた
んですね。明日取り壊しはいいね。正に複数の解
答が出てくる。その中でもこれは大学生なんです
けども何千人に一人の割合で必ずこういう答えが
出る。「国際国家だ」要するに落書きでしか表現
できない国だ。命がけで夜中に大使館の塀に書い
て、その大使館に勤務し「仕様がないなあ」単純
に消せるかというと、ＯＥＣＤがＰＩＳＡ調査に
求めているのは地球の裏側には、国家体制が違え
ば落書きでしか表現できない人がいるんだという
事に思いをはせることを１５歳の子ども達に要求
する。これが本当の意味での異文化理解論、グロ
ーバルコミュニケーションスキル。異文化理解能
力というのは別に、ミクロシンガポール支店の支
店長になれるような人材を育成するのがグローバ
ル教育ではないですから、そうではなくて人たち
に思いをはせる能力をつけてくださいという事。
　これのずっと１位になってきたのはフィンラン
ド。最近ちょっと落ちてきていますが、フィンラ
ンドの国語教科書は日本語訳されて出版なんかも
されています。特に学生さん興味がある方は見て
頂いたらいいと思います。そこで、是非見て頂き
たいのは各単元の一番後は演劇的な表現になって
いるのが非常に多いですね。
　今日のお話しの先を考えて人形劇を作ってみま
しょうとか、今日の物語の一番楽しかったところ
を劇にしてみましょう、今日のディスカッション
を利用してラジオドラマ作ってみましょう。集団
でやる表現を最後に持ってきている単元が非常に
多いです。何でかというとフィンランドに象徴さ
れるヨーロッパの子ども教育の主流はインプッ
ト、感じ方は様々でいい、当然ですね。
　同じ教室の中に異なる文化、異なる宗教の子ど

も達が普通に机を並べているので、感じ方を教員
が強制することは無理なんです。また、それをし
てはいけない。日本の子ども達だったら、落書き
はダメにきまっている。ある種の道徳規範です。
でも、その中でフィンランドですから当然、東欧
圏から親が亡命してきたという子もいるわけです
よね、「そうゆうけど、うちのお父さん１０年間
牢屋にいたんだよ」いるかもしれない。その子供
に思いをはせる能力が要求される。インプットだ
から、バラバラでいいし、これ仕方がない。だけ
どそのバラバラな人間が一緒の社会を構成してい
かなければいけないので、アウトプット表現は、
集団で一定時間内に出しなさいというのがインナ
ー・メツッドの規模なんですね。
　これ従来型の日本の国語教育と正反対になって
いることがわかりますね。
　じつは、私たちは「作者が言いたいことは何で
しょう。５０字以内に答えなさい」○か×かみた
いにインプットを相当極端に狭めておいて、そし
てアウンプットは個人の自由だというので作文と
かスピーチにまかせてきたんです。じゃあ現実の
社会はどっちが近いですか、アウトプットがバラ
バラでいいという会社があったらあっけなくつ
ぶれますよね。つぶれる前に製品開発ができな
い、会議はアウトプットを出さないという事にな
ります。でも、どんな企業でも多様な意見は必要
なわけですよね。そこで大事なのはだれがまとめ
るかという事です。日本でなら、Ａちゃん、Ｂさ
ん、Ｃさん、Ｄ君、Ｅさん、様々な人がいて意見
を出し合って、例えばＢという結論になったら多
分、この意見を言ったＢ君が褒められると思いま
す。或いは、ちょっとユニークな意見を言ったＤ
ちゃんも褒められかもしれない。でも、フィンラ
ンドではそうじゃないですね。フィンランドでは
まとめたＦ君が褒められる。多分、いまこれいき
なり日本の小学校とかでやったら子ども達文句を
言うと思うんです。「えー、何も言ってないじゃ
ん」「まとめただけじゃん」でも、まとめただけ
の子が実際いい成績つくんです。私たち多分ちょ
っと誤解があったと思うんですね。「欧米の教育
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は、個性尊重だ」「ユニークな意見を言ったやつ
が褒められるんだ」そうじゃないんです。ユニー
クな意見が出るのは当たり前なんです。だって、
いろんな文化とかいろんな宗教の背景が違うんだ
からユニークでもなんでもない、ただ違うだけな
んです。皆違うんです。だから、誰がまとめたか
が大事なんです。この話も全国ですると、日本
の先生方真面目なので、「はあ、金子みすずです
ね」みんな違ってみんないいですね、というので
すがそうじゃないんです。皆違って大変だという
事をいいたいのです。皆違ってみんないいなら教
育の必要はないでしょう。ほっとけばいいんだか
ら、そうじゃなくて、みんな違って大変だからそ
れを乗り越えられる力をＯＡＣＤはＰＩＳＡ調査
を通して要求している。ＯＡＣＤ経済開発機構が
それをやるという事は、要するにこれからは、ど
んな企業、どんな組織、どんな自治体、どんな国
家においても多文化共生だ。色んな人種、いろん
な民族、いろんな文化、いろんな宗教の人間がご
ちゃごちゃにいた方が最初はちょっと大変だけど
最終的には持続可能な社会になりますよ。生物多
様性と一緒ですよね。色んな種が混在していない
と持続可能な社会にならない、一時的には良くな
りますが最終的に勝ち組みも滅んでしまう。生物
多様性というのはそういう考えです。人間も同じ
です。なので、１５才の子ども達に最初はちょっ
と大変だけれども最初の大変さと、乗り越える能
力をつけてくださいというのがＰＩＳＡ調査の一
番の眼目。これが最近よく言われる「合意形成」。
本当の意味での「合意形成」。日本の先生方もう
一つ大切なことは、一定時間内に答えをだす。大
事なことなのです。集団で一定時間内に答えを出
す。日本の先生方、とことん話し合うタイプです。
とことん話し合えというのは、日本がこれまでほ
ぼ単一の民族、ほぼ単一の文化でやってきたから
できると思います。だから絶対言葉で話し合えば
どっかでわかりあえると思っている。そうじゃな
いから一定時間内に答えをださなきゃないとこと
ん話し合え、ほとんど根性論でしょう、体罰に近
いですよ。そういうこと、普通にやってきている

訳です。学級で普通にやっている。今でもやって
いる。結論出すまでずっと残って、それは子ども
の成長にとってはほとんど役に立っていない。少
なくても今の現代社会においてはそういう事は要
求されていないですね。こういうものを私、協調
性から社交性と呼んでいます。大体、劇作家とか
になる人間はですね、「平田君は知っていること
は集中して頑張るけれどどうも協調性に欠けるよ
うです」小学校１年生の時からずっと通信簿に書
かれていた人間が大体劇作家とか芸術家になるん
ですね。協調性がないですね、自分の好きなこと
しかやってこなかった。ただ演劇は集団でやる芸
術なので社交性はあるんですね。どんな嫌な奴と
でも幕が下りるまでどうにかして上手くやるんで
す。プロの世界はひどいもので舞台上で「あなた
がいないと死んでしまうわ」と言っていた人が楽
屋に行ったらそっぽ向いている人がたくさんいま
す。沢尻エリカみたいなばっかりですね。あの子
外でやるからダメなんでやらなければとてもいい
女優なんです。これ、社交性です。しかし、これ
までは社交性という概念は日本ではうわべだけの
付き合い、表面上の交際と言ってマイナスのイメ
ージだったのです。私たちは、心からわかりあえ
る関係をつくりなさい、心からわかりあえなけれ
ばコミュニケーションじゃあないと教えられてい
る。でも、日本中もう心からなんてわかりあえな
いんです、と言ってしまうと身もふたもないです
ね。昨日美島町の小学校、中学校に行ってきたん
ですけれど、まあ本当に北は利尻島から南は米子
目島まで離島とか山間地に呼んで頂くことが多い
ですが、そういう所でまだまだ可愛いです、素直
ですね。そういう所に行って、今日大阪大学から
いらっしゃって、先生いらして皆さん心強いです
ね。目をキラキラさせている子どもたちに「心か
らなんてわかりあえないよ」これじゃ教育じゃな
くなってしまいます。そうは言いませんが例えば、
高校生にならこういう風にいいます「心からわか
りあえないんだよ、全ては心からわかりあえない
んだよ、初めからは」これはですね、日本人のコ
ミュニケーションに対する考え方の大きな転換点
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に来ていると思うんですね、わかりあえることを
前提にし、最終目的にしてコミュニケーションと
いうものを考えるのかわかりあえない人間同志が
どうにかして共有できる部分を見つけてそれを広
げていくことをコミュニケーションとして考える
か私たち解らないことたくさんあるわけですね。
パレスチナの子どもの気持ちもわからないし、黒
いような人たちの気持ちもわからないですね。解
らないからほっといていいという事ではないです
ね。解らない人間同志がどうにかして共有できる
部分を見つけてこれを広げていくというのが外交
であり国際監督。そうするとこれから否が応でも
国際社会を生きて行かなければならない今の子ど
も達に協調性なくていいとは言いません。しかし、
日本の子ども達まだまだ世界標準からして集団性
が強い方なのですね。そうするとプラスアルファ
―の能力、教育でつけて行かなきゃいけない部分
としては社交性なんではないか、要するに異なる
価値観、異なる文化の背景を持った人たちともど
うにかして上手くやって行く、極端に言えば自分
が嫌いな人自分のことを嫌いな人ともどうにかし
て上手くやって行くそして最悪の事態である戦争
やテロを回避する、そういう能力が最も求められ
ているはずなのです。そうであれば、うわべだけ
かもしれない表面上のことかもしれないけれども
短期間に相手と価値観をすり合わせたりする演劇
を作っていくという行為は非常に役に立つのでは
ないかという事です。
　ちょっとはしょりますね。そういう訳でコミュ
ニケーション教育なのかというとなんですけれど
も、要するに少子化とか核家族化とか情報化と地
域社会の崩壊によって今までは自然状態で身につ
けられたある種のコミュニケーション能力が身に
付けられない子が一定数出てきていることなので
す。これはですね、偏差値とか関係ないです。大
人との接触の量、他者との接触量なのですね。で
すから、子どもたちの環境が非常に多様化してい
る。盛岡なんてまさにそうだと思うのですけども
商店街とかで育ったか、団地で育ったか、セキュ
リティの強いマンションで育ったか、農村部で育

ったかによって大人との接触の量が徹底的に違い
ます。兄弟の数が多いか少ないか、特に重要なの
は異性の兄弟がいるかどうかで非常に大きな要素
です。それから、親戚づきあいがあるかどうか、
近所づきあいがあるかどうか、おじいちゃん、お
ばあちゃんと一緒に暮らしているかどうか、こう
言ったことによって大人や年寄りとの接触の量が
ものすごく個人差がある。昔はですね、子どもが
多かった時代は、一つの団地で一つの小学校とか
大体同じような子たちだったから教員もまあま
あ、そこは楽だったんですよ。でももうめちゃめ
ちゃです。バラバラです。１人１人ちがいます。
さっき言ったように偏差値と関係なくなります。
私たち、コミュニケーション教育に関わる人間が
よく言うんです。「中高一貫男子校、理系」これ、
コミュニケーション三条要素と言われている。実
際そういう所を出て大阪大学理学部か工学部で
２０才過ぎまで自分の母親以外に自分より年上の
女性と話したことないという学生がいくらでもい
ます。昔だったらよかったと思うんです。勉強だ
けできれば阪大の大学院に行って講師、助教授、
教授になって多分教授に紹介してもらった同じよ
うに家庭環境で育った女性とお見合い結婚でもす
ればあんまり迷惑かけずに出世できた。「あの教
授ちょっとかわっているね」位で済んだんです。
でも、今どんな理系の研究室でも女性もいます。
外国人の留学生もいます。当然そういう人たちと
もきちんとコミュニケーションとってもらわない
と少なくても社会のリーダーシップにタクトをと
る立場の人間になれないという時代なわけです。
こういったことは昔は自然状態の中で近所づきあ
いとか親戚づきあいの中で学んできたものなので
すけど、そういうものがなくなってしまったとい
う事です。
　もう１回整理しますと、子どもたちのコミュニ
ケーション能力上がっています。上がっている位
なのですが、しかし世の中の要求はグローバル化
でもっと上がっています、要求を。しかも子ども
たちの育つ環境はこういった情報化とか少子化の
中でどんどんコミュニケーション能力いらない方
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へ、いらない方へ下がっている、このギャップ広
がっているんですね。このギャップを埋めるには
今の所、学校教育しかないんです。もちろん地域
社会にも補って頂かなければならないです。けど
もおそらくここは日本の現状でいうと学校が相当
頑張らないとギャップを埋められないという状
態。
　もう一つ重要なことはこれまでは子どもたちは
自然状態の、要するに遊びの中で得てきた能力で
す。だとするならば、こういった遊びのような要
素をうまくトレースして学校教育の中に入れてい
く工夫が必要なのではないか、ここにも演劇教育
や芸術教育の１つの大きな可能性があるのではな
いかと思う。遊びをそのまま遊びとして学校の中
に入れることも僕はいいと思いますがそれではさ
すがにあまりにも非効率ですし、今の学校教育制
度になじまないことなんですね、その中をうまく
芸術教育という形で取り入れていく工夫が私たち
教育に携わる人間にも求められているのではない
か、そういう教材作り、そういうプログラム作り
がこれから非常に重要になっていく、そこにワー
クショップ型の授業とかアクティブラーニングと
言われるものの本当の意味で求められているもの
があると考えられる。もちろん産業構造の転換と
か国際化の問題も大きいですが、これは今日はし
ょります。それでですね、いろんなコミュニケー
ション能力あるという事ですね。
　例えば、今文科省はグローバル、グローバルと
言っている訳ですけども本当にうるさいですね。
グローバルとリーダーシップとコミュニケーショ
ンだけ書いておけばいいのかみたいな感じです
ね。文科省も行政もですね。でも、今の学生さん
たちが会社に入って一番初めに直面するのは世代
間コミュニケーション、これに対するプログラム
はほとんどありません。せいぜいインターンに出
すくらいですよね。更にジェンダーの問題非常に
大きいです。
　例えば、この間も僕あるスーパーグローバルハ
イスクールとおった関西のエリート高校に教えに
行ったんです。その子たちすごくちゃんとした教

育受けているんです。英語で臓器移植についての
ディベートをするとかね。国際紛争について紛争
解決についての手段をＮＧＯの方々たちから学ぶ
とかそういうことを全部受けている。だけどワー
クショップやったら男の子とか女の子とか僕がよ
くやる仲間を見つけるという最初に好きな果物、
リンゴとか果物とかってグループを作るのやるん
ですが、いきなり男女別れちゃって、スーパーグ
ローバルハイスクール通っている高校２年生。ど
うするんですか。その子たちは途上国に行ってい
きなり初対面の女性に「臓器移植についてどう思
いますか」ディベートするんですか。そんな能力
国際社会に求められていますか？　そうじゃない
でしょう。まず、とにかく友達になる、或いは、
自分のことを信頼してもらう。少なくても自分が
相手に対して敵意を持っていないという事を、特
に紛争地帯はそうですけれどそういうことをちゃ
んと伝えられる能力が求められるんです。特に異
性に対しては女の子にも話しかけられない子がな
んでこっち先に教えられるの？　めちゃくちゃで
すね。今の日本のコミュニケーション教育、でも
現実です。
　大体今、日本社会の最大な問題は、少子高齢化
と人口減少でしょう。こっちの方が大事じゃない
ですか、どう考えたっても、日本全体で、僕ね、
スーパーグローバルハイスクールを作る前に、ト
ランスジェンダーハイスクールを作れと言ってい
るんですけども、でもやっている学校あります。
トランスジェンダー。灘高校なんかは、トランス
ジェンダーしていますよね。性同一障害について
学んだりしています。だから、やっている高校も
あるんです。超エリートの高校に限られます。完
全に逆転現象が起こってしまっている。
　そうはいってもですね、グローバルコミュニケ
ーションスキルもつけなくてはいけません。そし
て、つけます。
　私も８年間大阪大学でそういう事をして、ここ
からが今の学生さんにとって大事なことです。
　日本の企業に入ると社員研修、一週間もしない
うちに別の能力を皆さん要求されます。これは日
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本型のコミュニケーション能力です。「会議の空
気をよんで意見を言うな」「上司の気持ちを察し
て動け」今まで自分の意思をきちんと異文化の人
にも伝えられるような人間になりなさいとずっと
高校、大学、大学院と言われて、社会にでたら…
..めちゃくちゃですよ。子どものうちはみんな察
してくれて「ケーキ」と言えばケーキを出してく
れ温室のようなところで育てられ、孝行、大学と
コミュニケーション能力がないと就職できない、
一生懸命コミュニケーション能力を鍛え、又企業
に入ると言われる。どっちだろう、みんな思いま
すね。こういうものを心理学では「ダブルバイン
ド」と言います。ダブルバインド、わかりやすい
例はですね、お母さんが子どもを散歩に連れてっ
て近所の人に会って「うちの子は勉強できなくて、
まあ体が丈夫ならいい」で、家に帰ったとたんに
「何この成績、恥ずかしいわね、お母さんもう外
に行くの嫌だわ」という。これは大人にとっては
内、外の使い分けでしょうがないですよ。子ども
には区別がつきませんから、これが激しく繰り返
されるこれも心理学でいう所の自己喪失感、操ら
れ感というものが生じて引きこもりとか人格障害
の原因になるのではないかと言われています。家
庭の中でもこのダブルバインドが強いと引きこも
りが起こるわけですから、今の日本は国全体がこ
のダブルバインド状態になるわけです。当然引き
こもりますね。当然、内向きになります。ただで
すね、僕ダブルバインドだからダメだと言ってい
る訳ではありません。これらを解消しろと言って
いる訳ではありません。そうではなくてダブルバ
インドというのは、これからの日本の若者たちか
ら引き受けざるを得ない重視化のようなものだと
思うのです。この極東の小さな島国がどうにかし
てこの国際社会に生き延びていくにはこれを引き
受けざるを得ない。ただですね問題は、こんなこ
とに悩むのは１００年前だったら夏目漱石や森鴎
外、超エリートだけ悩んでいればよかったんです
ね、あの天才夏目漱石がロンドンでノイローゼに
なったわけでしょう。あの秀才森鴎外がかのよう
に生きると覚悟を決めて二重生活をおくるわけで

すよ。でも今の若者たちが、自分たちが何に苦し
められているかさえ分からずに苦しんでいる。も
っと始末におえないのは企業の方です。まったく
無邪気に若者たちに異なるコマンドを指し示す皆
さんもパソコンいじっていて異なるコマンドを矢
継ぎ早に入力したら当然パソコンはフリーズしま
すよね。
　コンピューターは人間の脳に似せて作られてい
る。人間も同じなのですね。異なるコマンドを矢
継ぎ早に入力されると当然フリーズします。フリ
ーズする以外自分の体を保つことができないから
最後の安全装置なんですね。フリーズというのは、
そうじゃなければ爆発しちゃう。だから引きこも
るんです。引きこもり以外逃げ道がない。
　どうにかしてこのダブルバインドきちんと引き
受けて、そしてそれを乗り越えて行かなければな
らない。もちろん他にも選択肢はあります。一つ
の選択は、「鎖国」ですね。鎖国はいいんですけ
ど人口３千万位に落とさなければならない、江戸
時代までもどれば鎖国は可能です。もう一つの選
択肢は、明日から法律で英語を公用語にする。公
用語だけではだめなんです。先生方も出勤したら
全員ハグ、きす。これを法律で決める。完全にア
メリカ化する。むりでしょう、私たちは日本語で
コミュニケーションをとり日本文化の中で育って
きているんです。でも、国際社会の中で生きて行
かなければならない。だから当然ダブルバインド
起こるんです。だったらそういう現実をきちんと
受け止めてそれを乗り越える能力を子どもたちに
身に付けさせる必要がある。これが本当の意味で
の今求められているグローバルコミュニケ―ショ
ンスキルと私は考えている。じゃあそれどうすれ
ばいいかという事なんですけども、答えはないで
す。一応私、劇作家なので話し言葉書くというの
が仕事なんですね。話し言葉、いろんなものがあ
りますね。ちょっとここもはしょって、一番大
事な、会話の違いを意識すること、会話の違い
を意識すること、会話ないわけですね。会話＝
conversation.英語では、はっきりとした違いがあ
ります。日本語ではあまり意識されていませんで
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した。日本語の辞書を引くとですね、「対話：１
対１でしゃべること」と書いてあります。私自身
の定義は「会話」：親しい人とのおしゃべり、「対
話」：知らない人との間の情報の交換や知ってい
る同士でも価値観が異なる時の摺り合わせ。
　日本は残念ながら分かりあう、察し合う会話の
文化でやってきたんですね。ほとんど知っている
人とか同じ価値観、同じライフスタイルを持った
人とうまくコミュニケーションをとっていく。
　ヨーロッパは異なる価値観、異なる文化が背景
を持った人が背中合わせで暮らしていますから自
分が何者であって、何を愛し、何を憎み、どんな
能力を持って社会に貢献できるかきちんと説明し
なきゃいけない。文化の違いは、良し悪しではな
いし、まして優劣ではないですね。私たちこの分
かり合う、察し合う文化の中で素晴らしい芸術を
生み出している。俳句や短歌、世界で最も短い詩
の形とか生み出している。これ、守るべきことで
すよね。この労力があったおかげで私たち多分ア
ジアで最も早く近代化に成功し戦後復興成し遂げ
高度経済成長を成し遂げました。成長期はいいん
ですね。一致団結しやすいから、こういう社会を
英語で「ハイコンテクストな社会」と言います。
コンテクスト＝くみ取りやすい社会
成長期はいいのだけども今みたいに成長が止まっ
てしまった時点で全員がいっぺんに落ち込んでし
まうので持続可能な社会じゃなくなってしまいま
す。持続可能にするためには、多様性が必要なん
です。多様性のためには、説明し合う能力が必要
です。
　もう一つ大事なことは、学生さんたち是非覚え
てもらいたいものは、「分かりあう、察し合う文
化」国際社会に出ると少数派なんです。少数派だ
からダメという訳ではない、少数派の優位さもあ
る。わたしが生きている芸術の世界ですね。
　私は、冒頭でご紹介頂いたようにフランスでの
仕事が一番多いですけども、僕がフランスの国立
劇場から毎年仕事が頂けるのは、僕が日本人で日
本文化を背負い日本語で戯曲を書いているからで
す。

もしここに背負っているものが何もなければパリ
には世界中からアーティストが集まってくるわけ
ですから、英語も下手な奴、フランス語もできな
いダメなやつという扱いです。私は彼らの持って
いないものを持っていて、しかもそれを彼らの文
脈で説明する能力を持っているから私に仕事が来
る。
　要するに大事なことは、ダブルバインドをきち
んと引き受けてこの分かり合う、察し合う文化を
基盤にしながらどうにかして説明できる能力を身
に付けていくという事です。これが日本人に必要
なグローバルコミュニケーションスキルです。
　日本人に必要なグローバルコミュニケーション
スキルと欧米人に必要なグローバルコミュニケー
ションスキルは違うという事です。ここを引き受
けない限り一歩も先には進めません。ここを引き
受けない限り教員たちもここを引き受けない限り
若者たちを苦しめることになる。アメリカ人のよ
うにしろという事です。今の文科省のグローバル
コミュニケーション教育の方向はそうです。さっ
きも言ったように４０人のクラスの中に１人のユ
ニクロシンガポール支店長作るためにあとの３９
人を犠牲にするような教育、しかも獲得目標が低
い。せいぜいなれてユニクロシンガポール支店長
だから、しかもこの人成績悪かったらすぐ交代さ
せられてしまう。残りの３９人コミュニケーショ
ン嫌い、英語嫌いになってしまうんです。なんの
得もない、今のやり方ではということなんですね。
ちょっと最後ははしょります。
　玉ねぎですね。
　私は、仕事柄不登校の子ども達と付き合うんで
すね。不登校はいい子だった子がおおいんですね。
それまで急に不登校になる。大体そういう子たち
が言うには「いい子を演じるのが疲れた」という
んです。
　その子たちには「お前は、本当に演じたことが
ないくせにいい子を演じるのが疲れたというな」
とからかうんです。
　もう一つかならず言うのは「本当の自分はこん
なじゃない」その子たちに本当の自分のことを見
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つけたら大変なことになるよ。新興宗教の教祖に
なるしかないよ。大人は、例えば父親という自分、
親と暮らしている子どもという自分、教員という
自分、或いはマンションの管理組合の役員にされ
た自分、ＰＴＡの役員の自分、ＰＴＡの役員の自
分、週末はボランティアのスタッフの自分、フッ
トサルのフォーワードという自分。
　色んな役割を演じ分けながら、かろうじて人生
の負担を前に進んでいますね。そんなこと大人は
みんなわかっているのに子ども達には本当の自分
を見つけなさいという。人間はそういうもんじゃ
ないかという事ですね。玉ねぎというのは、どっ
からが玉ねぎでどっからが皮だという事はないで
すね。全体が玉ねぎを構成している訳ですよね。
人間もそんなもんじゃないか。
これを演劇や心理学の世界ではペルソナというわ
けですね。ペルソナというのは、personの語源に
なった人格という意味と仮面という意味を兼ね備
えている。仮面の総体が人格を形成しているとい
う事です。
　ただですね、今の学校教育の問題でいうとおそ
らく子どもたちにとって学校での仮面が重すぎる
のでしょうね。本来は、人間はいろんな仮面をか
ぶることによってバランスをとっている存在なの
です。ところが昔は学校があって放課後ドラえも
んに出てくる原っぱ、学年を超えた交流ですね。
これは、子どもにとっての地域社会です。そして
家に変えれば兄弟も多くここも一つの社会です。
そうやってバランスをとっていたのが今は学校で
の時間が非常に長くて、部活もあって放課後もず
っとラインで繋がっていると一つの仮面が重くな
って体が傾いてきていって辛くなってきている。
キャラズカラみたいのが起こったりとかまあ、不
登校になったり、引きこもったりしてしまうとい
うことです。
　「いい子を演ずるのが疲れた」と子どもたちが
言っている問題を僕は１０数年言ってきたんです
が、その中で一番ショックを受けたのが秋葉原の
連続殺傷事件の加藤被告がですね、犯行の直前に
携帯サイドの掲示板に「いい子を演じさせられて

きた」と書いているんですね。「いい子を演じさ
せられる」最初「なんだ」と思ったんですね。「そ
んな日本語あるのか」とさえ思いました。「いい
子を演じる」社会的声ですよね。「演じさせられ
ている」と誰にと思いますよね。彼は、母親似な
んですけども。なんという操られ感、なんという
自己喪失感、問題の本質は明らかです。日本では
「演じる」は、自分を偽るとか嘘をつくというマ
イナスのイメージがまだあるわけです。そうじゃ
なくてプレーですから楽しいこと、ただこれを「演
じさせられている」と感じた瞬間に重荷になって
しまう。一つの仮面が重くなってしまう。私たち
は積極的に演じることを肯定的にとらえるような
子ども達を作っていかなければならない。私の友
人に京大の総長に選出され、びっくりしましたが
山極寿一さんという非常に優れたゴリラの研究者
です。人生の半分くらいアフリカのジャングルに
いた方が京大の総長に、非常に期待も大きいわけ
ですけど、ゴリラというのは一夫多妻です。父親
ゴリラ＝父ゴリラなんです。父親になると人格と
いうかゴリラ格が変わるそうです。これは、ゴリ
ラが人間の次に進化している一つの証明なんです
けども、日本猿のような下等なサルだと餌を前に
するとオスサルも子ザルと一緒に餌をとりあっち
ゃうんです。ところがゴリラはですね、餌を妻と
か子どもに分け与える行動を示すんです。しかも、
これは父親ザルになった瞬間から始まる行動なん
です。オスザルになった瞬間から始まる行動で他
のオスザルはしないです。これ明らかに演じてい
るだろうと言われている。だって野生の動物だっ
たら餌を自分でとるのは当たり前でしょう。それ
を分け与える行動をとるという事は明らかに無理
をしているわけだから野生状態の本能から言うと
これ演じているだろうと考えられる。しかし、こ
のゴリラでさえも演じ分けるということはしない
そうです。演じ分けるという行動をとるのは人間
だけです。ゴリラは、妻と子供に対する態度が違
うという事はないです。でも皆さんは演じ分けて
いますね。
　先生方の中で大学での自分と家出の自分が「お



553平成26年度教員研修会・教育講演会収録

旦私の話を終わりますどうもありがとうございま
した。

れ、食えない男だから違わないから」これ相当社
会性のない人です。本来ありえない。私たちは演
じ分けている生き物だから。なぜなら、さっきも
言ったようにいろんな社会に属することによって
バランスをとるようにできている。私たち演じ分
けるという能力を持ってこの複雑な社会を構成し
ている。逆に言えば、複雑な社会が私たちに演じ
分けるという能力を身に付けさせます。だとする
ならば、演じ分けるという事が人間にとって最も
重要な能力なわけです。でも日本の社会ではそう
なっていないですね。たとえば、Let It Go 子供た
ちはいくとすぐ歌ってくれます。「ありのままに」
と訳してしまったんですね。Let It Goは、ありも
ままではないですね。どっちかというと「受け入
れる」とか「しょうがないな」みたいなのが Let 

It Goですね。「ありのままに」と訳すのは日本ら
しいですね。「ありのまま」という自分はないで
すから、それは本当の自分がないと同じで「あり
のまま」の自分はないです。それを「ありのまま」
と訳した。自分たちのサッカー、相手がいるだろ
う、ブラジルでさえ１：７で負けるような世界で
「自分たちのサッカーをすれば勝てる」「無理だ
ろう」残念なことになってしまった。「本当の自
分って何？」子ども達ですからいろんな自分が全
部自分なんです。或いは、いろんな自分を演じ分
けることが人間なんだと僕は子どもたちに行って
います。ですから「いい子を演じるのが疲れた」
という子たちに「もう演じなくてもいいよ、本当
の自分を見つけなさい」というのは大人の自慢に
過ぎない。教員の自慢に過ぎないですね。そうじ
ゃなくて、教育の目的は、いい子を演じるのに疲
れない子どもを作ることなんです。出来ることな
らば、いい子を演じるのを楽しむくらいのしたた
かな子どもを作る。そうでなければ、このダブル
バインドを引き受けざるを得ない日本社会におい
て、そのダブルバインド状態を乗り越えることが
できない。
　ここに、各国のコミュニケーション教育の課題
があると考えます。
　質問の時間をとるように言われていますので一


